
（様式第４号） 武石公民館運営審議会 会議概要

１ 武石公民館運営審議会

２ 日 時 平成２８年７月２０日 午後１時３０分から午後３時３０分まで

３ 会 場 武石公民館第６会議室

４ 出 席 者 安部会長、大草委員、小宮山委員、近藤委員、松井委員

５ 市側出席者 清住公民館長、小山次長

６ 公開・非公開等の別 公開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍聴者 ０人 記者 ０人

８ 会議概要作成年月日 平成２８年 ８月１５日

協 議 事 項 等

１． 開会

２． 会長挨拶

住民参加型の取組を支えているのが公民館。武石の未来をイメージして頂く中でご審議をお願いし

たい。

３． 審議事項説明（平成 28年 武石公民館事業経過…事務局説明）

（会長）皆さんそれぞれの立場からご質問があればお願いしたい。

（委員）成人式は地元に住んでいる人だけか。上田市の外から来るのか。

（事務局）その通りです。

（事務局）学年によって違うが、核となる人物がいる。当時の恩師に対する思いもあり、一村一校の小さ

い地域ならではの良さがあり、今年の式自体も整然と良い式だった。開催方法に色々な意見があり、

上田一箇所でという意見もあるが、これからは依田窪南部中と和田中の統合の話があり、長和町と

武石で今回の成人式も検討してもいいのかなという動きもある。

（委員）武石の成人式は非常に品がある。一緒にいて恥ずかしいという成人式が上田市内にもある。また

武石は全員がスピーチするが大勢だと出来ない。小学校の担任が呼ばれるので６年の担任には準備

しておけと話している。中学校の教師は呼ばれるが小学校の担任が呼ばれる事は少ない。

（委員）公民館事業のスタートとしてはいい。是非武石でやって頂きたい。

（委員）時期もお盆だとピンと来ない。正月三が日だと大変、10日前後が良い。
（事務局）実行委員はお盆の 14日に集まってもらう事を考えている。
（委員）今年は御柱でビーチバレーなどの分館事業が中止になった。

（事務局）いつも 3月にやっています。
（委員）御柱の会議は全て公民館か。

（事務局）その通り。教育事務所は『お練り保存会』の事務局。『御柱祭実行委員会』は地域振興課が事

務局。実際にはホールでお練り練習を中心に行い、衣装の着付け教室もやった。

子どもがだんだん少なくなっている。今年の 1年生 15名が 6年生の時に次回の御柱祭になる。
（委員）花桃ウォークはもう定番になっているか。

（事務局）公民館講座事業については職員だけのマンパワーでは足りない。各方面の皆さんと連携しなが

ら事業に取り組んでいる。健康推進の視点から共同で行い、チャレンジポイント制度も採用した。

6月から 10月には健康体操を『楽しい会』で、介護予防や簡単な運動など、高齢者部門とタッグ



を組んでやっている。ここ（配布資料）にはのっていないが、6月 16日には真田丸に関連して武
石地域と真田氏の動向を中心に歴史講座を開催した。また、8月 27日には昨年からニーズがある
『犬のしつけ方教室』を市民サービス課と組んで実施する。

（委員）連携という意味では『コミュニティースクール』はどうするのか。

（委員）フラワーアートをこれからやるが、合併 10周年事業として航空写真を撮影した。今年は校章も
入れた。

（事務局）10周年記念事業としてはともしび博物館で『火』を使ったイベントが出来ないか考えている。
（委員）10 周年記念事業は子供たちに地域を知ってもらう良い機会。これらのイベントを地域の中で活

用していきたい。真田丸関係では正念寺などでやっているスタンプラリーも参考として生かした

い。信州型コミュニティースクールは今年の 4月に出来た。今までに 2回会議を開催した。
（委員）6月の分館対抗マレットゴルフ大会、その時のルールが分館独特で特別だった。ＯＢ出されたと

ころから 2打罰。通常はパーの倍になればギブアップで終わり。通常のルールでやった方が良い。
集計も非常に時間がかかり全体的に見直した方が良いのでは。

（事務局）マレットゴルフ協会と相談して改善していきたい。集計については次年度以降万全を期す。

（委員）ともしびの里文化祭、11/5～6とあるが、地域おこしでＪＡ祭、武石銀座、オープンギャラリー
実行委員会を作っている。信州型コミュニティースクールの窓口が開いていると、相談・協力のお

願いもし易くなる。いろいろな団体とイベント反省。武石の未来を見据えた中で話し合いが出来れ

ば有り難いしやり易くなると思う。

（委員）1年を通して計画を見ていくと、スポーツと文化がバランスよく組み立てられていると思うがど
うか。

（委員）魚のつかみ取り 7月最終日曜日縛りかそれとも 31日縛りか。7月の最終土日は金幹管フェステ
ィバルで、来年はこれと重ならないようにしてもらえれば有り難い。

（事務局）31日縛りだと思う。
（委員）ともしびの里文化祭、食のイベントはどちらでやるか。

（事務局）地域振興課メインでこの駐車場で行う。『武石丼』などのＢ級グルメやヘリコプター搭乗体験

1日、食のイベント 1日で計 2日。ともしび博物館では茶会もやる。
（委員）武石関係の歴史講座はテーマは決まっているか。

（事務局）昨年もやったがボリュームがあったので、もう少しそれを分けてやったらと思う。日付もまだ

決まっていないが、真田氏中心で出来ればと思っている。

４． その他

（１） 上田市生涯学習基本構想について（館長より資料を元に説明）

（２） その他（審議会委員の任期について）

（３） その他

（委員）この建物と地域自治センターを一緒にして平屋でという話があったが、今年の御柱は公民館を目

一杯使った。平屋で果たして御柱が出来るか考えてもらいたい。

（事務局）今後、利用者の意見をお聞きして検討する。

（委員）改築のときの図書室の位置付け、中原志づ子（川井静子）資料は沢山ある。図書館は武石にはな

い。



（委員）公民館としての分館の位置付け、“おらほの武石づくり”（武石外から武石に来て良いところを指

摘してくれた本）ここには大切な事が書いてある。これをまとめないまま終わりにしたのでは勿体

無い。『地元学』や『地域学』という手法を使って生かしていければと思う。分館の問題点をどう

やって解決するか。手法が分からない。こういう手法を学べる講座があると有り難い。代表が行っ

て聞いてそれで終わるというものでは駄目だと思う。

（委員）『和田マイスター』は観光客にも説明出来る。地域の子供たちに武石にもこんなに良いところが

あると知ってもらえる。また、『武石かるた』が学校にある。子供の時から地域を知る仕組みがあ

ればと考えた。

５ 閉 会（会長）

＊ 会議概要は原則として公開します。会議終了後、 １週間以内に行政改革推進室へ提出してください。

＊ 非公開及び一部非公開としたものについては、その理由を記載してください。


